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暁
鐘
成
『

鼠
花
山
姥
』
小
考 

 

宮 

本 

祐
規
子 

  

要 

旨 

 

大
坂
の
人
気
戯
作
者
、
暁
鐘
成
は
『

鼠
花
山
姥
』（
文
政
十
年
刊
）
で
、
近
松
門
左
衛
門
「
嫗
山
姥
」
を
題
材
と
し
て
い
る
。「
嫗
山
姥
」
は
、

当
時
人
気
の
女
形
、
荻
野
八
重
桐
の
芸
を
浄
瑠
璃
に
取
り
込
ん
だ
作
品
で
、
現
代
ま
で
上
演
さ
れ
続
け
る
評
価
の
高
い
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、

文
化
文
政
期
に
頻
繁
に
上
演
さ
れ
て
い
た
演
目
、
と
ま
で
は
い
え
な
い
。『

鼠
花
山
姥
』
は
、
絵
入
根
本
の
流
行
の
流
れ
に
乗
っ
た
演
劇
利
用
作

で
あ
り
、
文
政
三
年
の
大
評
判
を
と
っ
た
舞
台
か
ら
上
演
が
続
く
よ
う
に
な
り
、
文
政
八
年
の
舞
台
を
ピ
ー
ク
に
し
た
、
演
劇
で
の
「
嫗
山
姥
」

再
評
価
と
も
言
え
る
動
き
を
契
機
に
執
筆
を
計
画
し
た
と
考
え
る
。
同
様
の
演
劇
利
用
に
長
け
た
作
者
、
江
島
其
磧
と
比
し
、
絵
を
巧
み
に
利
用

し
た
独
自
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
作
と
評
価
で
き
る
。 
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一
、
は
じ
め
に 

 

 

暁
鐘
成
（
以
下
、
鐘
成
）
は
、
幕
末
に
大
坂
で
活
躍
し
た
戯
作
者
・
絵
師
で
あ
る
。
早
く
『
大
阪
名
家
著
述
目
録
』
や
長
友
千
代
治
氏

が
『
暁
鐘
成
研
究
』
（
注
１
）
で
そ
の
著
作
を
ま
と
め
て
い
る
が
、
「
言
う
ま
で
も
な
く
、
鐘
成
が
制
作
し
た
り
編
集
し
た
り
し
た
著
作
物

に
は
、
ま
こ
と
に
お
び
た
だ
し
い
も
の
が
あ
り
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
基
本
資
料
に
さ
え
調
査
が
ゆ
き
と
ど
か
ず
目
こ
ぼ
し
が
あ
る
」（
注

２
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
鐘
成
の
作
品
は
非
常
に
多
種
多
彩
で
多
数
現
存
し
て
い
る
。 

例
え
ば
、
鐘
成
の
初
め
て
の
編
述
書
は
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
の
『

近
来

見
聞

噺
の
苗
』
で
、
大
坂
の
風
俗
や
事
件
な
ど
を
年
代
に
添
っ

て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
長
友
氏
は
こ
れ
に
対
し
、 

鐘
成
は
、
高
い
ア
ン
テ
ナ
を
建
て
て
世
相
・
風
俗
・
芸
能
・
文
化
に
つ
い
て
受
信
、
詳
細
に
書
き
留
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
感

度
は
良
好
、
歴
史
や
社
会
万
般
に
つ
い
て
の
好
奇
心
・
興
味
は
、
若
年
の
こ
ろ
か
ら
際
限
も
な
く
貪
欲
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
（
注
３
） 

と
高
く
評
す
る
。
鐘
成
の
作
が
多
種
多
彩
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
彼
の
興
味
・
知
識
が
、
広
範
に
わ
た
る
事
の
証
左
で
も
あ
り
、
若

い
頃
か
ら
多
く
の
情
報
を
吸
収
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

そ
の
興
味
の
範
疇
に
、
演
劇
が
あ
る
。
鐘
成
の
演
劇
関
連
作
と
し
て
著
名
な
も
の
は
、
『
賞
賛
雅
言
璃
寛
帖
』
（
文
化
十
二
年
刊
）
、
『
芝

翫
節
用
百
戯
通
』
（
同
年
刊
）
な
ど
で
あ
ろ
う
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
『

鼠
花
山
姥
』
（
文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
刊
）
も
演
劇
を
利
用

し
て
い
る
こ
と
が
明
確
な
作
品
で
あ
る
。 

本
稿
は
、
『

鼠
花
山
姥
』
か
ら
、
鐘
成
の
執
筆
契
機
と
演
劇
享
受
の
姿
勢
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。 
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二
、『

鼠
花
山
姥
』 

 
本
作
は
、
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
正
月
に
刊
行
さ
れ
た
合
巻
（
注
４
）
で
あ
る
。
文
政
十
年
は
、
鐘
成
が
心
斎
橋
通
博
労
町
北
へ
入

西
側
に
移
住
し
、
有
名
な
鹿
之
家
を
営
む
頃
に
あ
た
る
。
既
に
多
く
の
作
品
を
刊
行
し
て
き
て
お
り
、
作
者
と
し
て
の
評
価
が
定
ま
り
、

書
肆
と
の
関
係
性
も
構
築
さ
れ
た
安
定
期
の
執
筆
と
い
え
る
。
実
際
、
同
年
に
は
、
教
訓
書
『
教
訓
童
草
』
『
万
船
往
来
』
、
読
本
『
鎮
西

菊
池
軍
記 

前
編
』
を
著
し
、
咄
本
『
滑
稽
笑
顔
種
』
、
根
本
『
日
本
第
一
／
和
布
苅
神
事
』
の
画
も
手
が
け
て
お
り
、
旺
盛
な
執
筆
意
欲

や
書
肆
か
ら
の
活
発
な
注
文
を
窺
わ
せ
る
。 

本
作
の
内
容
は
、
書
名
に
「
子
持
」「
山
姥
」
と
利
用
す
る
点
か
ら
も
明
白
で
あ
る
が
、
近
松
門
左
衛
門
作
の
浄
瑠
璃
「
嫗
山
姥
」
の
あ

ら
す
じ
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
坂
田
金
時
の
出
生
譚
に
敵
討
ち
や
山
姥
説
話
を
絡
め
た
も
の
で
あ
る
。
登
場
人
物
を
鼠
に
設
定
す
る

こ
と
で
名
前
な
ど
に
滑
稽
味
を
付
与
す
る
。 

諸
本
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
、
東
京
大
学
霞
亭
文
庫
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
西
尾
市
立
岩
瀬

文
庫
、
関
西
大
学
総
合
図
書
館
中
村
幸
彦
文
庫
、
関
西
大
学
総
合
図
書
館
に
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
が
確
認
さ
れ
る
。
（
注
５
） 

半
紙
本
体
裁
で
、
挿
絵
は
色
刷
り
に
な
っ
て
い
る
。
作
者
に
つ
い
て
は
「
摂
津 

暁
鐘
成 

編
画
」
と
奥
書
に
あ
り
、
序
末
に
も
「
暁

鐘
成
誌
」
と
あ
る
た
め
、
暁
鐘
成
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。
筆
耕
も
「
浦
辺
良
斎
」
と
奥
書
に
明
記
さ
れ
る
。 

板
元
は
、
大
坂
の
書
肆
、
河
内
屋
平
七
（
注
６
）
で
、
平
七
は
読
本
・
合
巻
・
咄
本
・
往
来
物
な
ど
を
刊
行
す
る
書
肆
で
あ
っ
た
。
河

内
屋
太
助
を
中
心
と
す
る
河
内
屋
系
統
の
書
肆
は
、
鐘
成
の
作
品
を
多
く
刊
行
し
続
け
た
中
心
的
な
書
肆
（
注
７
）
で
あ
る
。
平
七
も
、

鐘
成
作
の
読
本
『
以
呂
波
草
紙
』
（
文
政
六
年
刊
）
『
豪
傑
勲
功
録
』
（
文
政
八
年
刊
）
『
忠
孝
伊
吹
物
語
』
（
文
政
十
二
年
刊
）
『
鎮
西
菊
池
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軍
記
』
（
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
刊
）
、
咄
本
『
小
倉
百
首
類
題
話
』
（
文
政
六
年
刊
）
『
顔
尽
し
落
噺
』
（
天
保
十
五
年
刊
）
、
往
来
物

『
合
書
童
子
訓
』
（
文
政
八
年
刊
）
『
世
話
千
字
文
教
訓
絵
抄
』
（
文
政
九
年
刊
）
『
世
話
千
字
文
』
（
天
保
八
年
刊
）
、
地
誌
類
『
澱
川
両
岸

勝
景
図
会
』
（
文
政
七
年
刊
）
、
『
蒹
葭
堂
雑
録
』
（
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
刊
）
な
ど
を
手
が
け
、
関
係
の
深
い
書
肆
で
あ
っ
た
。 

 

翻
字
は
、
既
に
水
木
孝
子
氏
「
上
方
絵
本
『
持
子
鼠
花
山
姥
』
の
研
究―

翻
刻
を
中
心
に
」（
注
８
）
に
あ
る
。
水
木
氏
は
、
本
作
を
「
嫗

山
姥
」
の
改
作
で
あ
る
子
供
絵
本
と
捉
え
、
序
文
や
鼠
が
登
場
す
る
点
に
子
供
へ
の
配
慮
が
見
ら
れ
る
と
し
、「
子
ど
も
が
身
替
り
に
な
る

悲
劇
の
近
松
「
嫗
山
姥
」
の
三
段
目
が
省
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
一
連
の
豪
華
絵
本
の
一
つ
に
、
正
月
に
発
行
さ
れ
る
題
材
と
し
て

ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
鐘
成
が
思
っ
た
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
を
身
替
り
に
す
る
悲
劇
を
省
く
と
い
う
配
慮
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

推
察
さ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
書
（
持
子
鼠
花
山
姥―

引
用
者
注
）
は
、
子
ど
も
に
見
せ
ら
れ
る
鼠
仕
立
て
の
メ
ル
ヘ
ン
で
あ
る
」

と
ま
と
め
て
い
る
。 

 

三
、「
嫗
山
姥
」
と
荻
野
八
重
桐 

 

 

近
松
門
左
衛
門
作
「
嫗
山
姥―

八
重
桐
廓
噺
」
は
、
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
七
月
、
大
坂
（
竹
本
座
）
に
て
上
演
さ
れ
た
浄
瑠
璃
（
注

９
）
で
あ
る
。
最
も
有
名
な
の
は
二
段
目
「
屋
敷
の
段
」
で
、「
し
ゃ
べ
り
」
の
通
称
で
知
ら
れ
る
。
恋
人
と
の
馴
れ
初
め
を
語
る
元
傾
城

「
荻
野
屋
八
重
桐
」
の
長
い
台
詞
回
し
が
特
徴
的
な
場
面
で
あ
る
。
こ
の
二
段
目
は
、
現
在
も
原
作
を
ほ
ぼ
変
更
せ
ず
に
上
演
さ
れ
続
け

て
お
り
、
そ
の
評
価
の
高
さ
が
窺
え
る
。 

「
嫗
山
姥
」
第
二
段
・
第
四
段
に
登
場
す
る
「
八
重
桐
」
と
い
う
女
性
は
、
源
頼
光
の
家
臣
・
坂
田
時
行
の
妻
で
あ
る
。
二
段
目
で
は
、

父
の
敵
を
討
つ
た
め
に
煙
草
売
り
に
身
を
や
つ
す
坂
田
時
行
が
、
頼
光
の
許
嫁
が
住
む
館
で
、
煙
草
売
り
の
面
白
い
売
り
文
句
を
聞
か
せ
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る
。
丁
度
通
り
か
か
っ
て
夫
の
声
だ
と
気
付
い
た
八
重
桐
は
、
傾
城
の
色
紙
売
り
だ
と
館
に
入
り
込
む
。
八
重
桐
は
姫
た
ち
に
、
夫
と
の

馴
れ
初
め
と
別
れ
を
仕
方
は
な
し
で
聞
か
せ
る
。
既
に
妹
が
父
の
敵
討
を
果
た
し
た
こ
と
を
知
り
、
そ
の
ふ
が
い
な
さ
を
な
じ
ら
れ
た
時

行
は
、
恥
じ
て
自
分
の
魂
を
八
重
桐
の
体
内
に
宿
ら
せ
男
児
に
な
っ
て
誕
生
す
る
と
称
し
て
自
害
す
る
。
夫
の
魂
が
身
に
入
っ
た
八
重
桐

は
、
鬼
神
の
よ
う
な
力
を
発
揮
し
、
敵
を
追
い
払
う
。
四
段
目
で
は
、
山
姥
と
し
て
登
場
し
、
子
供
で
あ
る
怪
童
丸
（
後
の
坂
田
金
時
）

を
源
頼
光
に
仕
え
さ
せ
る
よ
う
頼
む
。 

こ
こ
に
登
場
す
る
「
荻
野
屋
八
重
桐
」
は
、
荻
野
八
重
桐
と
い
う
実
在
の
女
形
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
荻
野
八
重
桐
は
萩

野
八
重
桐
と
も
表
記
さ
れ
る
初
代
を
指
す
。
元
禄
十
四
（
一
七
〇
一
）
年
に
大
坂
で
初
舞
台
を
踏
み
、
江
戸
に
出
た
後
上
方
に
戻
り
、
正

徳
元
年
に
は
当
時
最
高
位
の
上
上
吉
に
上
が
っ
た
人
気
役
者
で
あ
る
。 

「
嫗
山
姥
」
と
荻
野
八
重
桐
に
つ
い
て
、
永
井
啓
夫
氏
は
、 

煙
草
売
の
名
を
「
源
七
」
、
女
房
の
名
を
「
荻
野
屋
八
重
桐
」
と
し
て
い
る
の
は
、
当
時
人
気
の
高
か
っ
た
歌
舞
伎
俳
優
春
山
源
七
と

荻
野
八
重
桐
の
芸
態
を
そ
の
ま
ま
「
嫗
山
姥
」
に
移
し
植
え
た
こ
と
を
近
松
自
身
が
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
（
注
10
） 

と
述
べ
る
。
井
上
伸
子
氏
も
、 

御
当
地
大
坂
で
人
気
上
昇
中
の
女
形
の
芸
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
同
時
代
の
歌
舞
伎
の
人
気
を
そ
の
ま
ま
浄
瑠
璃
に
持
ち
込
ん
だ

も
の
（
中
略
）
当
時
の
歌
舞
伎
と
浄
瑠
璃
と
の
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
し
て
も
注
目
で
き
る
（
中
略
）
二
段
目
は
萩
野
八
重

桐
が
そ
の
年
に
上
演
し
た
『
ひ
が
ん
桜
』
（
大
坂 

八
重
桐
座
）
を
当
て
込
ん
だ
場
面
で
あ
る
。
（
注
11
） 

と
指
摘
す
る
。 

 

こ
の
荻
野
八
重
桐
は
、
女
武
道
で
名
を
あ
げ
た
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
け
れ
ん
味
の
あ
る
女
形
（
注
12
）
と
言
っ
て
良
い
。
そ
の
た
め
、

夫
の
代
わ
り
に
立
ち
回
り
を
し
た
り
、
坂
田
金
時
の
母
と
い
っ
た
強
い
女
性
像
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
り
や
す
い
女
形
で
あ
り
、
近
松
は
人
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気
と
相
ま
っ
て
八
重
桐
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
し
か
し
な
が
ら
、
当
然
、
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
に
荻
野
八
重
桐
は
存
在
し
な
い
。
大
名
跡
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
役
者
と

し
て
は
忘
れ
去
ら
れ
た
名
前
で
あ
っ
た
こ
と
と
推
測
で
き
る
。
本
作
の
中
に
現
れ
る
「
八
重
桐
」
は
、
あ
く
ま
で
「
嫗
山
姥
」
の
登
場
人

物
と
し
て
の
表
現
の
み
で
あ
り
、
役
者
で
あ
る
荻
野
八
重
桐
を
示
す
要
素
は
な
い
。 

 
四
、
鐘
成
と
演
劇
利
用 

 

 

何
故
、
鐘
成
は
「
嫗
山
姥
」
を
題
材
に
選
ん
だ
の
か
。 

 

本
作
よ
り
以
前
に
も
、「
嫗
山
姥
」
を
題
材
と
す
る
小
説
作
品
は
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
に
刊
行
さ

れ
た
山
東
京
伝
の
合
巻
『
絵
看
版
子
持
山
姥
』
（
注
13
）
で
は
、
序
文
に 

年
々
に
趣
向
を
か
へ
。
時
々
に
新
奇
を
出
し
。
昔
に
ま
さ
る
今
の
名
人
。
笠
翁
伝
奇
の
正
本
に
も
。
近
松
門
左
が
院
本
に
も
。
ま
さ

り
と
は
す
る
と
も
お
と
る
ま
じ
。
一
目
千
古
の
奇
々
妙
々
。
諸
人
の
眼
を
よ
ろ
こ
ば
す
は
。
わ
ざ
を
き
の
ほ
ま
れ
と
い
ふ
べ
し
。
さ

ば
か
り
人
の
め
で
集
る
。
芝
居
の
愛
敬
を
借
着
せ
し
。
お
の
れ
が
拙
き
筆
す
さ
み
は
。
ゆ
き
た
け
揃
は
ぬ
似
せ
上
使
。
頼
光
朝
臣
の

時
代
を
た
づ
ね
。
古
人
の
筆
の
こ
ゝ
か
し
こ
を
。
ひ
ろ
ひ
あ
つ
め
て
つ
ゞ
り
た
る
。
木
の
葉
ご
ろ
も
の
袖
草
紙
。
山
又
山
も
な
に
も

な
く
。
絵
看
板
子
持
山
姥
と
名
づ
く
る
に
こ
そ
。 

と
、
近
松
の
名
を
出
す
も
の
の
「
嫗
山
姥
」
以
外
の
近
年
の
歌
舞
伎
も
高
く
評
価
し
、
利
用
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
の
た
め
「
嫗
山
姥
」

の
筋
書
き
に
そ
の
ま
ま
拠
る
箇
所
は
少
な
く
、
登
場
人
物
名
に
「
八
重
桐
」
は
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
も
の
の
、
絵
に
は
特
に
歌
舞
伎
舞
台

を
彷
彿
と
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
は
な
い
。
本
作
と
重
な
る
特
徴
は
ほ
ぼ
無
い
、
と
言
っ
て
良
い
。 
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一
方
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
鐘
成
は
多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
る
が
、
長
友
氏
は 

鐘
成
の
著
作
物
を
制
作
年
代
順
に
分
類
し
て
み
る
と
大
体
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
一
は
芝
居
関
係
の
編
述
書
、
二
は
諸
書
へ
の
挿
絵
・

画
図
、
三
は
啓
蒙
・
教
化
・
雑
書
・
年
代
記
・
算
法
書
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
重
宝
記
や
節
用
集
的
な
性
格
の
書
物
で
、
童
幼
婦
女
子
向

け
の
実
用
書
で
あ
る
。
四
は
名
所
図
会
類
の
編
述
、
五
は
読
本
や
洒
落
本
・
滑
稽
本
の
編
述
、
六
は
実
録
教
訓
書
な
ど
の
編
述
で
あ

る
。
（
注
14
） 

と
整
理
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
芝
居
関
係
の
書
に
つ
い
て
、 

芝
居
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
は
根
本
の
編
述
で
、
文
政
四
年
正
月
『
絵
本
三
拾
石
艠
始
』
、
同
六
年
正
月
『
霧
太
郎
天
狗
酒
宴
』
同
七

年
正
月
『
絵
本
傾
城
飛
馬
始
』
か
ら
天
保
十
五
年
ま
で
、
毎
年
正
月
読
物
と
し
て
河
内
屋
太
助
が
主
力
版
元
と
な
っ
て
刊
行
を
続
け

て
い
る
。
河
内
屋
太
助
は
、
文
化
十
一
年
に
馬
琴
の
八
犬
伝
が
大
坂
中
之
芝
居
で
上
演
さ
れ
る
と
、
こ
れ
を
新
し
く
根
本
（
上
演
脚

本
を
版
摺
り
の
絵
入
読
本
に
し
た
も
の
）
に
し
て
版
行
、
京
摂
の
間
で
す
こ
ぶ
る
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
馬
琴
が
『
近
世
物
之
本
江

戸
作
者
部
類
』
に
書
い
て
い
る
。 

と
指
摘
し
て
い
る
。
右
の
「
根
本
」
と
は
「
絵
入
根
本
」
の
こ
と
を
い
う
。
歌
舞
伎
脚
本
の
内
容
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
読
み
物
化
し
、
挿
絵

を
加
え
て
上
方
の
書
肆
か
ら
刊
行
し
た
も
の
を
指
す
。
本
文
は
台
帳
と
同
様
に
、
台
詞
・
ト
書
・
舞
台
書
き
な
ど
か
ら
な
り
、
挿
絵
は
役

者
の
似
顔
絵
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
半
紙
本
体
裁
で
、
文
化
・
文
政
・
天
保
期
に
お
い
て
最
も
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
た
、
京
坂
に
お

け
る
演
劇
書
で
あ
る
。 

一
例
に
、
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
根
本
、
松
好
斎
半
兵
衛
『
繪
本
花
楓
秋
葉
話
』（
注
15
）
を
見
る
。
寛
政
十
一
（
一

七
九
九
）
年
に
初
演
さ
れ
た
歌
舞
伎
「
紅
楓
秋
葉
話
」
の
根
本
で
あ
る
。
図
１
右
に
は
、
「
役
者
替
リ
名
附
之
次
第
」
（
巻
一
・
二
丁
裏
）

と
あ
り
、
実
際
の
舞
台
に
立
っ
て
い
た
歌
舞
伎
役
者
た
ち
の
名
前
と
配
役
が
並
ぶ
。
左
（
三
丁
表
）
に
は
、「
巻
之
一
」
と
巻
首
題
の
後
に
、
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実
際
の
舞
台
の
説
明
が
あ
る
。
そ
し
て
本
文
は
、
話
者
名
、
セ
リ
フ
で
や
り
と
り
さ
れ
、
合
間
に
二
行
書
で
ト
書
き
や
謡
い
が
挿
入
さ
れ

て
い
る
。
図
２
に
は
挿
画
を
掲
げ
た
。
舞
台
そ
の
ま
ま
の
図
で
は
な
い
が
、
登
場
人
物
達
の
顔
は
、
そ
れ
ぞ
れ
描
き
分
け
ら
れ
、
似
顔
絵

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

『

鼠
花
山
姥
』
と
は
、
ま
さ
に
根
本
全
盛
期
に
刊
行
さ
れ
た
作
で
あ
り
、
根
本
を
契
機
に
演
劇
利
用
を
工
夫
し
た
作
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
序
文
で
「
浄
瑠
璃
で
な
し
。
院
本
で
な
し
。
小
説
と
も
い
ひ
に
く
ひ
」
と
、
鐘
成
が
記
す
よ
う
に
、
院
本
で
は
な
い
。

登
場
人
物
を
鼠
に
変
更
し
、
あ
ら
す
じ
も
多
少
変
更
・
省
略
し
て
い
る
上
、
上
演
さ
れ
る
舞
台
を
意
識
す
る
よ
う
な
表
現
が
多
い
と
は
言

 

図１  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２  
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え
な
い
。
図
１
に
見
え
る
よ
う
な
根
本
の
形
式
も
な
ぞ
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
鐘
成
が
意
識
し
た
の
は
新
し
い
歌
舞
伎
利
用
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
本
作
の
挿
画
に
も
確
認
で
き
る
。 

例
え
ば
、
図
３
本
作
最
初
の
挿
画
（
注
16
）
は
、
見
開
き
一
丁
に
、
笠
と
杖
を
持
っ
た
「
萱
の
や
の
や
ね
づ
み
」
（
「
嫗
山
姥
」
で
は
、

荻
野
屋
八
重
桐
）
と
ま
さ
か
り
を
持
っ
た
子
供
「
怪
鼠
丸
」（
以
下
同
、
怪
童
丸
）
が
山
道
を
行
く
場
面
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
「
嫗

山
姥
」
山
の
段
（
景
事
）
で
の
道
行
の
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
図
４
は
、
父
の
敵
を
討
ち
取
っ
た
「
は
つ
か
」（
糸
萩
）
と
恋
人
「
な
が
を

丸
」（
喜
之
助
）
が
「
板
本
の
大
将
夜
光
」（
源
頼
光
）
に
か
く
ま
っ
て
ほ
し
い
と
訴
え
る
場
面
。
夜
光
の
家
臣
「
わ
た
く
ら
の
忠
名
」（
渡

辺
綱
）
の
立
ち
方
は
立
役
の
足
を
開
く
姿
が
投
影
さ
れ
て
い
る
し
、
顔
に
は
薄
く
隈
取
り
が
為
さ
れ
て
い
る
。
図
５
は
、
煙
草
売
り
に
身

図３  

 

 

 

 

 

 

 

 

図４  

 

 

 

 

 

 

 

 

図５  
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を
や
つ
し
た
「
中
七
実
は
酒
屋
の
蔵
人
か
す
好
」
（
源
七
実
は
坂
田
時
行
）
が
、
使
者
と
し
て
や
っ
て
来
た
「
歯
ぶ
し
の
堅
蔵
」
（
大
田
太

郎
）
を
や
り
こ
め
る
場
面
。
歌
舞
伎
の
舞
台
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
後
ろ
に
幕
の
掛
か
っ
た
入
口
が
描
か
れ
て
い
る
。 

本
作
に
登
場
す
る
の
は
全
て
鼠
で
あ
る
た
め
、
役
者
の
似
顔
絵
は
利
用
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
歌
舞
伎
要
素
と
し
て
そ
の
舞
台
を
利

用
し
よ
う
と
す
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
、
例
に
出
さ
な
か
っ
た
挿
画
で
も
、
や
は
り
構
図
は
ほ
ぼ
歌
舞
伎
舞
台
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
に

な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
鐘
成
は
、
本
作
本
文
前
に
置
か
れ
た
口
上
で
、 

 

御
覧
に
入
ま
す
る
は
鼡
づ
く
し
の
三
段
つ
ゞ
き 

世
界
は
す
べ
て
大
家
の
台
所
座
敷
抔
の
こ
じ
つ
け 

し
か
し
な
が
ら
画
面
の
所
は

御
子
達
様
の
見
や
す
き
や
う
と 

や
は
り
つ
ね
〳
〵
の
景
色
に
い
た
し
ま
し
た
れ
は 

御
う
た
が
ひ
な
く
御
し
ん
び
や
う
に 

御
一

覧
の
ほ
ど
を 

ち
ゆ
み
か
ら
ち
ゆ
み
迄
ち
う
い
と 

こ
ひ
ね
が
ひ
上
奉
り
ま
す 

と
挿
画
は
見
慣
れ
た
絵
面
に
し
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
歌
舞
伎
の
舞
台
と
し
て
の
見
慣
れ
た
景
色
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

鐘
成
が
、
本
作
に
つ
い
て
挿
画
に
関
し
て
も
歌
舞
伎
を
強
く
意
識
し
て
作
成
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

と
こ
ろ
で
「
嫗
山
姥
」
は
現
在
で
も
上
演
さ
れ
る
作
品
で
は
あ
る
が
、
近
世
期
を
通
じ
間
断
な
く
演
じ
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
も
な
い
。

歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
に
お
け
る
「
嫗
山
姥
」
の
文
化
・
文
政
期
の
上
演
記
録
（
上
演
年
月
、
劇
場
、〈
歌
舞
伎
〉
八
重
桐
役
の
役
者
名 

〈
浄

瑠
璃
〉
上
演
さ
れ
た
段
）
を
並
べ
て
み
る
。 

 

文
化
一
（
一
八
〇
四
）
年
三
月 

〈
歌
〉
京
都
・
亀
谷
、
早
雲
座 

 

文
化
一
（
一
八
〇
四
）
年
十
月 

〈
歌
〉
大
坂
・
北
の
新
地 

沢
村
国
太
郎 

文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
三
月 

〈
歌
〉
大
坂
・
角
の
芝
居 

中
村
大
吉 
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文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
六
月 

〈
歌
〉
名
古
屋
・
橘
町
芝
居 

い
ろ
は 

文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
一
月 

〈
歌
〉
大
坂
・
堀
江
市
側 

歌
右
衛
門 

文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
五
月 

〈
歌
〉
京
都
・
四
條
北
側
大
芝
居 

歌
右
衛
門 

文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
八
月 

〈
歌
〉
大
坂
・
中
の
芝
居 

叶
珉
子 

文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
九
月 

〈
歌
〉
江
戸
・
中
村
座 

歌
右
衛
門 

文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
七
月 

〈
浄
〉
大
坂
・
大
西
芝
居 

＊
役
名
「
八
世
ぎ
り
」 

文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
四
月 

〈
歌
〉
江
戸
・
中
村
座 

田
之
助 

文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
二
月 

〈
浄
〉
大
坂
・
い
な
り
東
芝
居 

山
の
段
＊
役
名
「
八
重
桐
」 

文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
三
月 
〈
歌
〉
大
坂
・
角
の
芝
居 

田
之
助 

文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
十
月 
〈
歌
〉
江
戸
・
河
原
崎
座 

友
吉 

文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
正
月 

〈
浄
〉
大
坂
・
道
頓
堀
角
丸
芝
居 

御
殿
の
段
＊
役
名
「
八
重
桐
」 

文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
五
月 

〈
歌
〉
大
坂
・
堀
江
市
側
芝
居 

団
蔵 

文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
二
月 

〈
浄
〉
大
坂
・
い
な
り
芝
居 

宿
や
敵
討
の
段
、
廓
は
な
し
の
段
、
山
の
段
＊
役
名
「
八
重
桐
」 

文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
八
月 

〈
浄
〉
京
都
・
四
条
南
側
大
芝
居 

御
殿
廓
は
な
し
の
だ
ん
、
山
の
段 

文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
九
月 

〈
浄
〉
大
坂
・
道
頓
堀
角
丸
芝
居 

御
殿
の
段
、
山
の
段
＊
役
名
「
八
重
桐 

後
山
う
ば
」 

文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
五
月
か 

〈
浄
〉
伊
勢
・
中
之
地
蔵
大
芝
居 
宿
屋
の
段
、
御
殿
の
段
、
山
の
段
＊
役
名
「
や
ゑ
き
り
」 

文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
八
月 

〈
浄
〉
名
古
屋
・
橘
町
常
芝
居 

御
殿
の
段
、
山
所
作
の
段
＊
役
名
「
八
重
桐
」 

文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
九
月 

〈
歌
〉
江
戸
・
中
村
座 

菊
之
丞 

ⅰ 
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文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
十
二
月 

〈
歌
〉
大
坂
・
堀
江
市
側
芝
居 

友
吉 

文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
三
月 

〈
歌
〉
金
沢
・
川
上
芝
居 

中
村
十
蔵 

文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
十
月 

〈
浄
〉
大
坂
・
い
な
り
境
内 

宿
屋
の
段
、
御
殿
の
段
、
山
廻
り
旭
化
粧
＊
役
名
「
八
重
桐
」 

文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
一
月 

〈
歌
〉
江
戸
・
河
原
崎
座 

菊
之
丞 

文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
一
月 

〈
歌
〉
大
坂
・
堀
江
市
側
、
嵐
橘
蔵
座 

友
吉 

文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
十
月 

〈
浄
〉
江
戸
・
肥
前
座 

御
殿
の
段
＊
役
名
「
八
重
き
り
」 

文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
正
月 

〈
浄
〉
大
坂
・
御
霊
社
内 

御
殿
の
段
、
山
廻
り
旭
化
粧
＊
役
名
「
八
重
ぎ
り
」 

文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
七
月 

〈
浄
〉
京
都
・
四
条
道
場
芝
居 

御
殿
の
段
・
景
事
＊
役
名
「
八
重
き
り
」 

文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
正
月 
〈
歌
〉
江
戸
・
中
村
座 

菊
之
丞 

文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
十
一
月 

〈
浄
〉
堺
・
宿
院
芝
居 

御
殿
の
段
、
山
の
段
＊
役
名
「
八
重
桐
」 

文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
年
五
月 

〈
浄
〉
大
坂
・
御
霊
社
内 

御
殿
の
段
、
山
の
段
＊
役
名
「
八
重
桐
」 

文
政
年
間
中 

〈
浄
〉
江
戸
・
肥
前
座 

煙
草
売
の
段 

 

右
記
か
ら
は
、
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
で
、
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
各
地
で
上
演
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
浄
瑠
璃
に
お
い
て

は
、
文
化
期
の
上
演
は
少
な
く
、
文
政
期
に
入
っ
て
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
上
演
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
傍
線
部
ⅰ
文
政
三
年
正
月
に

大
坂
・
道
頓
堀
角
丸
芝
居
に
て
「
御
殿
の
段
」
の
み
が
上
演
さ
れ
て
い
る
が
、『
摂
陽
奇
観
』（
注
17
）
に
よ
る
と
「
尾
州
名
古
屋
吉
田
伝

七
初
て
出
勤
御
霊
芝
居
ト
掛
持
ニ
而
四
段
目 

お
三
輪 

切
付
ケ
嫗
山
姥
八
重
桐
大
評
判
」
と
あ
り
、
評
判
の
良
か
っ
た
舞
台
で
あ
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
上
演
を
契
機
に
、
浄
瑠
璃
に
お
け
る
「
嫗
山
姥
」
は
ま
た
上
演
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら

ⅱ ⅲ ⅳ 
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れ
る
。 

さ
て
、
太
字
で
表
し
た
の
は
大
坂
で
の
上
演
に
な
る
。
鐘
成
が
大
坂
在
住
で
あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
上
方
、
特
に
大
坂
の
演
劇
事

情
に
詳
し
か
っ
た
、
或
い
は
舞
台
を
観
に
行
っ
て
い
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
本
作
は
文
政
十
年
刊
行
で
あ
る
が
、
傍
線
部
ⅱ
～

ⅳ
文
政
七
年
に
は
歌
舞
伎
、
文
政
八
年
に
は
浄
瑠
璃
、
文
政
九
年
に
は
歌
舞
伎
の
上
演
が
確
認
で
き
る
。
特
に
文
政
八
年
の
浄
瑠
璃
で
は
、

多
く
上
演
さ
れ
て
い
る
御
殿
の
段
と
景
事
で
あ
る
山
の
段
だ
け
で
な
く
、
そ
の
前
の
宿
屋
の
段
か
ら
始
ま
る
充
実
し
た
段
組
で
あ
っ
た
上
、

景
事
も
山
の
段
で
は
な
く
「
山
廻
り
旭
化
粧
」
と
わ
ざ
わ
ざ
新
し
く
名
前
を
付
け
て
い
る
。
近
年
に
な
い
、
か
な
り
力
の
入
っ
た
舞
台
で

あ
っ
た
と
推
測
で
き
、
評
判
も
呼
ん
だ
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
重
傍
線
部
ⅳ
文
政
九
年
の
歌
舞
伎
は
、
ⅱ
文
政
七
年
に
八
重
桐

役
を
演
じ
た
中
村
友
吉
が
、
再
び
八
重
桐
を
演
じ
た
芝
居
で
あ
り
、
友
吉
の
当
た
り
役
だ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
鐘
成
は
こ
れ
ら
演

劇
で
の
「
嫗
山
姥
」
再
評
価
と
も
言
え
る
動
き
を
契
機
に
執
筆
を
計
画
し
た
の
だ
と
考
え
る
。 

 

以
上
か
ら
、
本
作
は
単
な
る
演
劇
の
改
作
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
鐘
成
が
作
者
と
し
て
工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。「
嫗
山
姥
」
は
確
か
に
息
の
長
い
作
品
で
あ
り
、
演
劇
と
し
て
も
見
せ
場
を
持
つ
趣
向
の
多
い
作
品
と
し
て
評
価
で
き

る
が
、
爆
発
的
な
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た
作
品
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
文
化
十
二
年
に
は
、
嵐
璃
寛
や
中
村
芝
翫
と
い
っ
た
当
代

の
人
気
役
者
に
関
連
し
た
作
を
刊
行
し
て
い
た
鐘
成
に
と
っ
て
、
次
の
一
手
は
役
者
で
は
な
く
脚
本
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
演
劇

に
お
け
る
「
嫗
山
姥
」
の
再
評
価
の
動
き
と
、
出
版
界
の
根
本
流
行
を
取
り
入
れ
、
新
し
い
演
劇
利
用
作
を
考
え
た
結
果
、
本
作
の
絵
本

に
し
て
は
文
章
量
の
多
い
、
ま
さ
に
合
巻
と
読
本
の
中
間
に
位
置
す
る
よ
う
な
珍
し
い
体
裁
が
生
み
出
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
る
。 

 
 



暁鐘成『 鼠花山姥』小考（宮本） 

 － 167 －

 

五
、
お
わ
り
に 

  

荻
野
八
重
桐
と
い
う
役
者
は
、
正
徳
期
が
最
盛
期
だ
っ
た
と
言
え
る
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
人
気
の
あ
っ
た
浮
世
草
子
作
者
で
あ
る
江
島

其
磧
も
特
別
な
役
者
と
し
て
認
識
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
其
磧
は
、
荻
野
八
重
桐
の
名
前
を
序
文
に
出
し
、
彼
の
舞
台
の
外
題
を

そ
の
ま
ま
自
作
の
題
名
と
し
て
利
用
し
た
。
八
重
桐
の
代
表
作
を
利
用
し
た
作
品
は
『
風
流
七
小
町
』（
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
刊
）『
桜

曽
我
女
時
宗
』（
享
保
八
年
刊
）『
女
将
門
七
人
化
粧
』（
享
保
十
二
年
刊
）
の
三
作
あ
る
が
、
他
に
こ
の
よ
う
な
複
数
の
其
磧
作
品
に
利
用

さ
れ
る
特
定
の
役
者
を
知
ら
な
い
。
演
劇
利
用
作
と
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
時
代
物
浮
世
草
子
と
い
う
一
群
の
作
者
で
も
あ
る
其
磧
は
、

演
劇
を
よ
く
知
っ
て
い
た
作
者
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
八
文
字
屋
と
い
う
書
肆
と
提
携
し
、
人
気
作
者
で
あ
っ
た
点
も
含
め
、
鐘
成
の
立

ち
位
置
と
共
通
す
る
点
が
多
い
。 

浮
世
草
子
と
合
巻
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
違
い
は
あ
れ
ど
、
演
劇
関
連
作
と
い
う
観
点
で
見
れ
ば
、
鐘
成
も
江
島
其
磧
も
意
識
し
て
い
た

読
者
層
は
重
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
演
劇
を
観
た
読
者
で
あ
っ
て
も
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
作
品
を
目
指
し
て
い
た
。
外

題
を
利
用
し
た
書
名
を
付
け
る
こ
と
で
、
演
劇
と
の
関
係
性
、
或
い
は
利
用
を
ほ
の
め
か
し
読
者
を
呼
び
込
む
、
と
い
う
手
法
は
、
非
常

に
分
か
り
や
す
く
容
易
な
た
め
に
共
通
す
る
。
し
か
し
内
容
を
み
る
と
、
其
磧
の
場
合
は
、
典
拠
と
す
べ
き
演
劇
の
筋
書
き
を
大
胆
に
改

変
し
て
い
く
こ
と
で
、
読
者
の
演
劇
知
識
を
裏
切
り
典
拠
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
生
み
面
白
さ
に
つ
な
げ
た
。
一
方
で
鐘
成
の
場
合
は
、
流
行

中
で
あ
る
根
本
や
原
作
人
気
の
復
興
な
ど
の
時
代
の
流
れ
を
生
か
し
、
典
拠
で
あ
る
演
劇
を
基
本
的
に
な
ぞ
り
な
が
ら
、
鼠
と
い
う
新
し

い
要
素
を
付
加
す
る
こ
と
で
面
白
さ
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
、
其
磧
に
比
べ
安
易
な
手
法
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
豊
富
な
色

刷
り
の
挿
絵
と
と
も
に
あ
る
こ
と
で
新
し
さ
を
生
み
、
読
者
の
演
劇
知
識
を
上
書
き
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
面
白
さ
に
つ
な
げ
た
と
言
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え
る
。
絵
師
と
し
て
も
活
躍
し
た
鐘
成
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

 
〔
注
〕 

（
1
）
『
大
阪
府
立
図
書
館
紀
要
』
一
九
七
〇
年
三
月 

（
2
）
長
友
千
代
治
氏
『
近
世
上
方
作
家
・
書
肆
研
究
』
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
四
年
） 

（
3
）
注
２
書 

（
4
）
横
山
邦
治
氏
は
、『
読
本
の
研
究―

江
戸
と
上
方
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
九
年
）
の
中
で
、
仇
討
も
の
の
読
本
の
諸
相
を
考
察
し
、

主
題
に
よ
っ
て
分
類
す
る
中
で
、
本
作
を
「
巷
談
」
も
の
と
分
類
し
、
「
読
本
と
し
て
異
装
で
あ
る
」
と
但
し
書
き
を
付
け
な
が

ら
も
読
本
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
中
塩
清
臣
氏
も
「
文
政
十
年
合
巻
本
か
ら
読
本
へ
の
接
点
を
し
め
す
「
持
子
鼠
花
山
姥
」
二
巻

は
、
漫
戯
堂
暁
鐘
成
の
自
作
自
画
で
あ
る
。
暁
鐘
成
は
狂
歌
師
の
鹿
の
舎
真
萩
（
美
足
斎
象
水
）
だ
か
ら
文
章
が
た
つ
」
（
「
「
嫗

山
姥
」
の
説
話
空
間
」
『
芸
能
構
造
史
の
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
七
〇
年
）
と
触
れ
る
。
水
木
孝
子
氏
「
上
方
絵
本
『
持
子
鼠

花
山
姥
』
の
研
究―

翻
刻
を
中
心
に
」（
『
鼓
（ 

伝
承
児
童
文
学
・
近
代
以
前
日
本
児
童
文
学
研
究
と
資
料
）
』
梅
花
女
子
大
学
大

学
院
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）
で
は
、
「
肥
田
氏
よ
り
豪
華
絵
本
と
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
確
か
に
（
中
略
）
読
者
の
目
を
引
く
絵

本
と
な
っ
て
い
る
」
と
す
る
。
本
作
は
、
合
巻
と
い
う
に
は
絵
が
少
な
く
、
文
章
が
多
く
を
占
め
る
た
め
、
分
類
が
難
し
い
作
で

あ
る
が
、
序
文
を
見
る
限
り
、
そ
れ
は
鐘
成
が
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

（
5
）
注
４
水
木
稿
に
は
、
肥
田
晧
三
氏
も
所
蔵
す
る
、
と
記
載
。
東
京
大
学
図
書
館
霞
亭
文
庫
所
蔵
本
は
、
後
刷
。
広
告
・
刊
記
と
も

に
差
し
替
え
ら
れ
て
お
り
、
弘
化
五
年
以
降
の
刊
行
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
6
）
「
大
坂
南
久
太
郎
町
心
斎
橋
通 

河
内
屋
平
七
」
（
刊
記
）
。 
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（
7
）
注
２
書
に
「
鐘
成
の
編
述
書
を
、
そ
の
発
行
書
肆
に
よ
っ
て
概
観
す
る
と
、
河
内
屋
系
統
の
書
肆
が
圧
倒
的
に
多
い
。
（
中
略
）

河
内
屋
を
屋
号
に
す
る
十
軒
近
く
か
ら
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
は
鐘
成
の
全
編
述
書
の
半
数
近
く
、
五
十
余
種
に
の
ぼ
る
の
で
あ
る
。
」

と
の
指
摘
が
あ
る
。 

（
8
）
注
4
稿 

（
9
）
初
演
の
時
期
を
正
徳
元
年
と
推
定
す
る
説
（
大
久
保
忠
国
氏
等
）
も
あ
る
。
な
お
、
こ
の
節
で
は
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
（
岩

波
書
店
、
一
九
七
二
～
一
九
七
七
年
）『
歌
舞
伎
年
表
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
～
一
九
六
三
年
）『
義
太
夫
年
表
』（
八
木
書
店
、

一
九
七
九
～
一
九
九
〇
年
）
を
参
考
・
利
用
し
た
。 

（
10
）
永
井
啓
夫
氏
「
『
嫗
山
姥
』
に
お
け
る
「
役
」
の
構
造―

八
重
桐
を
中
心
と
し
て
」
（
『
語
文
』
日
本
大
学
、
一
九
八
〇
年
六
月
） 

（
11
）
井
上
伸
子
氏
「
初
代
荻
野
八
重
桐
と
そ
の
時
代
の
女
方―

付
、
上
演
年
譜
」
（
『
近
世
文
藝
』
一
九
八
一
年
十
二
月
）
。
こ
の
他
、

同
氏
「
『
嫗
山
姥
』―

金
時
出
生
譚
と
荻
野
八
重
桐
」
（
『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
二
〇
〇
二
年
五
月
） 

（
12
）
八
重
桐
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
其
磧
と
荻
野
八
重
桐―

『
風
流
七
小
町
』
『
桜
曽
我
女
時
宗
』
『
女
将
門
七
人
化
粧
』

を
中
心
に
」（
『
時
代
物
浮
世
草
子
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
で
「
八
重
桐
は
、
享
保
頃
に
は
既
に
け
い
せ
い
事
よ
り

も
立
役
め
い
た
女
形
で
あ
る
こ
と
を
特
徴
に
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
八
重
桐
そ
の
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
重
な
っ
て
い
た
こ
と
だ

ろ
う
。
（
中
略
）
男
顔
負
け
の
謀
略
知
識
と
そ
の
気
丈
な
女
性
像
に
八
重
桐
の
イ
メ
ー
ジ
は
重
ね
や
す
い
」
と
述
べ
た
。 

（
13
）
注
２
書 

（
14
）
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
。
版
元
は
河
内
屋
太
助
。D

O
I

：1
0
.
2
0
7
3
0
/
2
0
0
0
1
0
4
7
3

。
使
用
画
像(

図
１
・
２)

は
、 

h
t
t
p
s
:
/
/
k
o
t
e
n
s
e
k
i
.
n
i
j
l
.
a
c
.
j
p
/
b
i
b
l
i
o
/
2
0
0
0
1
0
4
7
3
/
v
i
e
w
e
r
/
4

・1
2
 

（
15
）
関
西
大
学
図
書
館
（
中
村
幸
彦
文
庫
）
蔵
本
。D

O
I

：1
0
.
2
0
7
3
0
/
1
0
0
0
5
2
4
7
5

。
使
用
画
像
（
図
３
・
４
・
５
）
は
、 
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h
t
t
p
s
:
/
/
k
o
t
e
n
s
e
k
i
.
n
i
j
l
.
a
c
.
j
p
/
b
i
b
l
i
o
/
1
0
0
0
5
2
4
7
5
/
v
i
e
w
e
r
/
4

・1
0

・1
6
 

（
16
）
『
山
東
京
傳
全
集 

第
十
二
巻 

合
巻
七
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
七
年
） 

（
17
）
『
難
波
叢
書
一
（
～
六
）
』
一
九
二
六
～
一
九
二
九
年 

  

＊
引
用
部
の
傍
線
は
、
全
て
私
に
付
し
た
。
ま
た
、
旧
字
な
ど
は
私
に
直
し
た
も
の
が
あ
る
。
画
像
は
全
て
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
を
使
用
し
た
。 

  
 

本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
課
題
番
号J

P
 
1
9
K
1
3
0
6
6

）
の
助
成
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AkatsukinoKanenari`Komoti Nezumi Hana no 

Yamauba`tentative theory 

MIYAMOTO Yukiko 

In 'Komochi Nezumi Hana no Yamauba' (Bunsei 10 Publishing), 

popular gesaku writer in Osaka, Kanenari Akatsuki wrote "Komochi 

Yamauba" based on Monzaemon Chikamatsu.  "Komochi Yamauba" is a 

highly acclaimed work that continues to be performed to the present day, 

incorporating the art of Yaegiri Ogino, a popular female impersonator at 

that time, into Joururi.  However, it cannot be said that the play was 

frequently performed during the Bunka and Bunsei eras.  'Komochi 

Nezumi Hana no Yamauba' was a theatrical production based on the trend 

of Eiri Nehon, and it is considered that he planned to write it with the 

movement that could be said to be a reevaluation of "Komochi Yamauba" in 

the theater, which reached its peak in Bunsei 8, after the performance 

started to be performed from the stage which gained a great reputation in 

Bunsei 3. 

 

 

 


